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發
生
標
本
實
費
配
布

一組
金
五
国

送
料
不
要

數
育

'
學
術

、産
業
上
の
好
資
料
た

る
:

無
發
生
標
本
を
作
製
し
前
記
實
費

を
以
て
配
付
す

、体
裁
優
美
に

し
て

室
内
装
MM
品
と
し
て
も
好
適
す
至
急

中
込
あ
れ

雄
確
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化
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器
具
ノ
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資

料

魚
類
餌
料
と
し
て
の
毛
翅
目
の
昆
虫

北
海
道
農
事
試

整
切

技
師

桑

山

本
論
文一］、日
本
學
術
協
會
第
五
回
大
會
、一秘一-
氏
學
術
締
演
f

特
に
應
用

見
-一經・上・
，-
り
-
見
・一 :る
毛
趣
目
の
E
ー一一更
』中
魚
類
，部
料
と
し
て
水
産
養
旅
學

に
開
係
一一一一、有
す
る
も
の

、
一，-一 :・一一一一沙
餘
し
す
も
の
で
ぁ
っ
て
、水
産
試
驗
場
大

野
氏
の
御
輪
旋
に
-
-

'u・・・
桑
山
氏
の
御
承
諾
な
得
て
此
處
に
掲
一一一 :一一，「るな
得

・事か
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
o
（「識
」毛
理
目
一一 :
-

-
「と
び
げ
ら

」の
類
-一一・含

む
も
の

（、英の
幼
-
l
l
t-
- :一地・通
「か
:

-

l;
-
む
し
」又
-:
-
「ご
み
か一'・一一・」な
ど
と

稱
し
、水
中
に
生
活
し
分
泌
」液
に
，・-っ
て
葉
片

、革一一一一一、砂
粒
等
な
殺
り

種
々
の
形
般
の
権
一一一一一一・一一一一造
・
-
，，

、其
の
内
に
あ
っ
て
水
草
叉一一 :
-
-

-
水
-
-a
等
・一一一̂一一一一

し
て
生
活
す
る
も
の・
で
あ
る
o
（編
者

））

毛
題
目
の
昆
・
里
の
人
生
に
對
す
る
經
濟
的
關
係
は
、淡
水
魚
類
の

天
然
的
一
科
と
し
て
重
要
で
あ
る
o
例
〈
'
ば
ロ
イ
ド
氏
、チ
リ
ァ
ー
ド

氏
等
の
之
れ
に
關
し
て
論
じ
た
も
の
が
あ
る

。又
魚
類
の
天
然
例
料

と
し
て
の
量
目
的
價
但
に
就
き
調
査
せ
る
最
も
著
名
な
'

る
も
の
は
'-
-
-

'

a
，氏
の
行
へ
る
そ
れ
で
あ
る
o
則
ち
氏
は

ー
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
於
て
九
月
か
ら
三
月
に
一旦
り
六
〇
尾
の
躍
類
に
就
き
調
査
せ
る
に

脉
翅
類
系
統
の
昆
虫
は
四
、八
〇
四
尾
，そ
れ
以
外
の
目
の
昆
虫
六
六

二
尾
、昆
虫
以
外
の
動
物
二
八
尾
、合
計
五
、四
九
四
尾
で
、、脉
理
類

と
-一て
取
扱
は
れ
た
る
も
の・、・・一内
、毛
翅
目
の
昆
・

里
は
四
、二
四
一尾

と一一．-・．一過半数
を
占
め
、質
に
全
戦
の
七
七
%
に
達
し
て
居
る
と
云

ふ
事
を
報
じ
て
居
る

。然
し

-
-
氏
が一-九
〇
〇
年
の
夏

季
北
ア
メ
リ
カ
合
衆
國

-u
洲

fu
沼
に
於
け
る
河
一
聽

二
五
尾
に
就
き
て
胃
の
内
容
調
査
を
行
つ
た
場
合
に
は
、最
も
多
い

の
は

「ユス
リ
力

」科
（r一一一」:」一M一一類
に
近
一線
の
種
類
'-

，、、形
般
蚊
1一一:--一、7
し

似
て
居
る

、一一一?
、確
火
等
に
無
數
集
り
來
る

、体
、綠
色
な
一一一F---- :
f:
-
-

E一色

の
故
は
r
ユ
ス
ー一 ::，」r:;
あ
る
o

）の
も
の
で
，毛
翻
一目
の
も
の
と
し
て
は

幼
・一一一一一〇
尾
、蛹
四
尾
、輔
一一果
七
七
個
を
検
出
し
，そ
の
比
は

「ユス

リ一ヵ
」一一六・二
四
に
對
し
、毛
翅
目
の
幼
虫
並一
期
〇

。五
六
の
割

合
を
示
し
、
毛
翅
目
は
制
一
科
と
し
て
特
に
重
要
な
位
置
を
有

し
て
一〇
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本
邦
に
於
け
る
此
種
の
調
査
に
就
き
て
は
、未
'一一・?
文
献
″一一一一，一獵
-

て
居
ら
ぬ
が

:一一一には
北
-
-
-
-
適
水
産
試
験
場
が
大
正
十
五
年
に
行
つ

た
「一9一類一大
然
一例
科
調
査

」を
紹
介
す
る

。一般
に
湖
沼
河
川
に
於
け

る一前一類其
の
他
の
天
然
-
E
科
は
そ
の
種
類
一一一w一一M（-一一一一一一一一一一共一，．- i-一一一節
に
よ

り
又
一一一…一齢の:一一一一一一一一によ
-
-
-
著
し
き
差
異
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、北

-
f
f
適
水
産
試
驗
場
は
此
點
に
着
目
し
、数
種
の
淡
水
魚
に

:一一一一一一一～一て
觀

禁
し
た
c
即
ち

「ャマ一一」は常
時
河
川
に
樓
息
し

性
・一一一一一̂ l一a一で
好
ん

で
動
物
性
向
料
'特
に
多
く
の
昆
虫
類
を
索
め
食
す
る

。釧
略
國
西

別
川
、日
高
國
染
退
川
に
て
の
調
査
で
は
、昆
一-
-

-
-
類
の
發
生
多
、一一一一、一蘭a

秋
の
候
に
は
飽
食
す
る
も
の
多
く
、昆
-
-
-
類
の
活
動
少
き
冬
季
よ
り

融
雪
期
の
開
に
は一般
に一一一一一一一一-
量
少
な
い
が

こ
の
是
-
-
-
-
類
の
少
な

い一一一一一一一一一・に
於
て
は
確
の
継
魚
を
食
害
す
る
機
會
が
多
い

。さ・
）して

4
E
解
と
な
つ
た
昆
虫
類
の
内
に
は
そ
の
時
期
の
加
例
に
係
・一，f・f
-
-・

常
に

毛
翅
国
の
'一一虫多
鞍
を
占
め
、又
或
る
場
合
軸
集
さ
へ
も
報
食
し
て

〇
る
の
を
認
め
た

。河
川
に
、拆
上
し
た
後
の一附一の成
魚
は
岸
一一m一一の一湖

誰
よ
-
1;

）落下
す
る
昆
一一一li
-
類
を
抑
食
す
る
に
過
き
な
い
し

然
も
索
一一一一 :

量
が
少
な
い
か
ら

毛
観
一目
の
動
虫
の
如
き
は

一の
場
合一確ど
認

む
る
こ
と
が
出
來
な
いっ
次
に
洞
爺
湖
並
に
支
．

:
-一

勿

湖
の
那
館
は
主
に

「」・，、 '，チ
ン
コ

」成は
「ダ
ィ
ァ
ブ
ト
ー
ム
ス

」等
浮
游
性
1
1
J

穀
類
を
食
と

し
、昆
虫
類
特
に
毛
題
目
に
屬
す
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

:

離
の

稚
fe
に
就
て
は
，釧
路
國
西
別
川

、後
志一團一一一一株川
、石
特
國
千
歳

カ
ハ
、'，-一一ケ

一7
利
ナ

．
-u一レ
ト
ピ

ケ
ラ
科

時
妹
目

械
地
目計

表 実 量 言
l2'l /、.=-l・1 四  = - 四

一v
．一一一一一らく
-
ケ
ナ
力
ト
ビ
ケ
ラ
と
認
め
ら
る

、

一，

-
の

（ :

期
一・一…一一九
七一一一一一一期
七
尾

一
^
・
、悉
く
幼
-
-
-

（兩三
極
・一一一一合
む

一一一・一一・一数
極
の一付
更
な
含
ル
齢
期
も
一定
し
て
‘b
な

い
0・一一一一ゲ
ラ
の

重

一00
、0一

川
の
も
の
を
調
査
し
た
が

、
六
月
千
競
川
に
て
抽
渡
し
た
も
の
に
毛

翅
目
・一一一 :一認
め
た

。更
に
叙
上
有
用
一随

一類
一一・使害
す
る
度
あ
る
雜
魚
と

と
し
て
S

「イヮ
ナ

」に就
き
、例
．

路
国
四
別
川
、日
高
國
染
退
川
，

、並
考一笏
、-
l
M
の
も
の
を
調
査
し
た
處
に
據
れ
ば
，多
数
の一一一一一一・一一一類を
一一一M一

食
せ
る
内

毛
湖
～

目
を
'

含
一一6る
・

、一を
見
た
。

次
に
昭
和
三
年
三
月
二
十
日
よ
り
四
月
十
八
日
に
一旦
り
北
海
適
水

産
試
驗
場
は
大
正
十
五
年
と
同
機
、-
-
l
M
路
國
西
別
川
の
上
流
で
、補

渡
せ
る

「ヤマ
，ぺ

」並一ー
ィ
ヮ
ナ

」約一'六
〇
〇
尾
に
就
・

9c
'天
然
制
科

調
査
を
行
つ
た
が
、条
は
北

:
-m
進
水
産
試
驗
場
長
森
-
-
-a
技
師
並
同
場

大
野
技
手
の
好
意
に
よ
り

夫
等
魚
類
の一一目中
よ
り
得
た
昆
-
-
-
類
に

一一一一一、一一一一一一．一一'類
調
査
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
た

。
そ
の
結
果
を
示
す
と
次
の

如
く
で
あ
る
o

第
一表
組

類

双
地
目

神
地
目

藤
地
目

ヶ ェ 毛
一フ グ 地
科1 日
1
ビ

・7
ト
ビ
ケ
一フ

科ヒゲナ
カ
ト

ビ
ケ一フ
科

個- ,a =体
_ Ji - - 1交一六1l;:数

百
;i1分
比
00

備

考

主
と
し
て一一一ス
リ
・一・科
の
幼
l
-
並
1
l
l
f・e
含
む

グy
ゴロ・v
科
の :
期

一・一一

小
銀
類
の
幼
・m一、一不
完
全
、一 :
-一る一一一一一 ' l一一一一定
未
了

標0

キ
リ
パ

J

，
-・
ト
ビ
ケ
一7
に
屬
す
る・-u
の

、
-

的一一一一

一 :一タツ
ム
リ
ト
ビ
ケ
ラ
に
一腦
す
る
も
の
六
尾

其
の
他
の
も
の一尾

總
て
-
9
集
に
し
て
砂
石

:

-一一一にて
作
れ
る
も
の

少
数
、

'，-一前
一物
一一一一一一・r-' :
i
，・
成
れ
る
-
l
-
の
を
合
む

標
識
鮭
の
囘
歸
状
况

水
産
試
驗
場
根
室
支
場

田

中
林
藏

能
爾
人
工
解
化
場
に
於
て
解
化
放
流
せ
る一一一一和一は
、放
流
後
幾
年

に
し
て
、如
何
な
る
割
合
に
同
歸
し
，更
に
同
瞬
和
、分
布
の:
-一况如

何
等
は
解
化
事
業
開
係
者
の
等
し
く
知
ら
ん
と一徽・す
る
と
こ
ろ
な
り

素
よ
り
前
者
に
於
て
は
沿
岸
並
に
解
化
．

場
附
屬
補
渡
場
等
に
於
て
漁

一独
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
つ
?一一一一調
査
し
得
る
も
、後
者
に
K
-
つ
て
は
始

ん
ど
之
れ
に
つ
き
知
る
に
由
な
し
'此
等
の
大
体
の
献
况
を
知
る
た

め
、北
一一一道水産
試
驗
場
根
室
支
場
は
根
室
外
四
部
水
産
組
合
と
装

M一一して
、大
正
丸
年
六
月
根
室
國
標
津
解
化
場
に
於
て
購
確
魚
（放

前
表
に
見
る
が
如
く

、
是
等
～

關
を
類
に
攝
食
せ
ら
る
-
E
地

虫
類
は

、

．

、-

r-
．．，

．）

六
目
に一旦
る
多
一
数
の
種
類
含
み
始
・
ど
そ
の
全・f
力
一一一一 :一一一一一-樓
，

l一一一一・一一一0未

熟
時
代
で
あ
つ
て
、就
中
毛一M一目
に
屬
す
る
も
の
は
的
四
五
%
を
一' i
l
-

め
他
の
目
に
比
し
最
も
個
体
数
多
く
，春
李
に
於
け
る
是
等
一一一--a
類
に

對
し
量
的
に
'
心
1
i
-
値
大
な
る
こ
と
を一認
め
得
る
の
で
あ
る
o

流
期
の
も
の
）一万
二
千
尾
の
標
一一一一一放
流
を
な
し
た
り
（標
識
方
法
は

鵬
一要-
左
右
を
-
-
-
-
別
せ
ず
切
斷
す

）、而
し
て
標
識
放
流
魚
は
大
正
十

一

年
度
よ
り一一一一一一Mを
始
め
、十
二
年

、十
三
年
、十
四
年
度
に一旦
り
同

歸
せ
り
尚
大
一-
-
-
-
十
五
年
度
以
降
は
調
査
を
打
切
り
た
る
を
以
て
明
か

な
ら
・一一一一，，'同
歸
和
-

、術
獲
-一況次の如
し

。

抑
獲
状
況

大
正
十
一年
度
補
渡
数
計
二
尾

三



大
正
十
三
年
度
術
盤
尾
数
計
三
十
五
尾

田
3n

國

」
大
正
十

三
年
九
月

書
一

不
辞

同

同

九
月
中

同
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同 同

十

月
三
十

一
日

十

月

六
日

不

一一一一一

大
正
十

二
年
十

月
十
五
日

同 同 同 同 同 同

十

一
月

一n
目-

十

月

一
一

目

十

一
月
二
日

十

一
月
十
二
日

十

月
廿

七

日

十

月

四

日

大
正
十

二
年

九
月
-l'
一一:一日

同

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

囲 國
羅 四
自 別
川 川

同

十

二

月

三

日

同
十

二
年
十

一
月
廿
五
日

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
正
十

二
年
十

月
廿

五
日

十

一
月
七
日

十

一
月
廿
日

十

二
月
十

目

十

二
月
十

九
日

十

二
月
廿
七
日

十

三
年

一
月
七
日

一
月
十

二
日

一
月
十

六
日

十

二
年
十

一
月
二
日

十

二
月
十

九
日

十

二
月
二
十

七
日

十

三
年

一
月
十

日

一
月
廿
八
日

二

月

三

日

不

辞

不
詳

i

一
一

- - li9

三 - 四 - - - - - - - 二 一一 一 - - 二 - -
一
-
一一内

:

解
一，化
場

字
一，-1一一歌登
村

同
1---

所
体
長

二

尺
三

寸

体
重

六
五
（-

）・，-一

温
根
角
谷
金
之
永
漁・
場

体
長

二
一'一
，八
寸

体
重

一
、一一一0
0

匁

同 大 喜 大 体長
字 字 , 重 l
能 i基i小イ 一=

，'，二
寸

二

五

（）・一一一
ラ
・

キ

時
'玉
古

一一一 :

場

業
所
一

捕

獲

時

日

一-娜
雄

別
一 尾

数
一

描

要

石
一一一一一川
支
流

、・
+
二

--

一
+
二
日

一一一一一

一
体
長
一一尺
三

一、，'-'n一
分

千

歳

川
大
正

'

月

次

M1

縮
M
場
西
越
採

根
一一n一開一西
別
川

不

詳

不
辞

一

大
正
十

二
年

度
抑
渡
数
計
七
十

三
尾

同

標
一一一川
北
見
-lla
細
定
町

沿
岸
同同同同

細
定
川

同同
常
・1
．
一
村
一一m-一一

同 同千
島
-lla
國
後
島

泊

村

沿

一一一一:

同同同北
見
囲
細
走
川

同 同 同同同同

國

営
一一・一
．川

同同

國
別
海
村
沿
岸

同同同同

國
標
津
村
沿

一一一一一

同

同

同

國
i一別
:一一沿一一一一

同

同

同 同 同 同 同 同

十

月
中

十

月
十

八

十

月
十

二

日 日

九

月

八

目

九
月
十

五
日

九
月
十

五
目

同

十

月
二

十

三
目

不

詳

同
大

正
十

三
年

九
月

七
日

十

月
二
十

二
日

十

一
月
廿
三
日

十

一月
二
十

一n
日

十

一
月
:
:

-
:・一八
日

十

二

月
:
:一・ ::
二

目

十

月

十

六

目
月

十

月
一-

］
-
日

十

同
不

十

一月
九
日

詳

同
大
正
十

二

年
十

二

月
二
日

同

十

二

月
四
日

同

十

月
五
日

同

十

二

月

一日

不

詳

大
正
十

二
年
十

月
十

二
日

同

十

月
十

四
日

同

/

十

月
十

九
日

同

十
月
廿
二
日

同 同
同 不

十

月

九

日

十

月
:

i
:

六
日

詳

大
正
十

二
年
十

二

月
八

日

同 同 同 同

十

二

月

七

日

十

二

月
二

十

日

十

二
月
二
十
一一一
目

十

一
月

大

日

不

詳

同 同 同

一 五 二
ノ

ト
口

加
藤
留
五
郎
漁
場

-

．yト
マ

リ

上
杉
漁
場

体
長

一一
尺
一
寸
一一一分

体
重

八

〇
（-

）・一一一

体体
重長

8尺

0 -

匁j

同 同 同 同 同 同 同
二
細
・
f
-
一～

解
化

場
補
一一一一一一場

不- - -・ 二 詳
l全-大

一字

郎秩
漁苅
合父
別
小
西

字
ハ
シ

コ

ィ

、
港
屋

漁
舎
字

一y
ッ
ノ
ー--
石
黑
漁

合 同 字
チ

タ

ツ

ネ

マ

ツ

ブ

篠
田
;fl-
合

大
字
同
柳
一一一一郎

同
二
大
字
平

增系
国村
太字
市床
郎丹

同 同 同 同



同

一

同同 ・

同同同
科
E一a村
沿

一一一一-
，一一-
手
縣
有
古
一理

一

不

詳

大
正
十
三
年
十
月
中

同 同 同 同 同

十
月
十
日

十
二
月
九
日
雄 同 同

大
正
十
四
年
度
挿
盤
尾
数
四
十
七
尾

千
島
-
l
9
．．一一開
後
那

-n
-
村
同

同 同 同 同 同 同 同

同
東
沸

同 同 同 同 同 同 同 同 同

正
十
四
年
十
月
六
日

十
月
五
日

十
月一ハ日

十
月
十
六
日

九
月
廿
五
日

十
月
十
三
日

十
月
廿
四
日

十
月
八
国

十
月
十
二
日

十
月
三
十
日

体
長

二
尺
二
'一

」

体
重
八
二
（，）・一一一一

同

二
尺
二
寸

同

八
〇
〇
・一一一

同
一一一一、一一F
五
分

同
一
、E一0
0
象

司
一一一、八;
-
l

f
八
〇
〇a

体
長
二一一八二
'・一 :・

体
長
二一一、九
寸

体
重一、き
（-・一一一一一

大
字
大
流
村

ニ
キ
シ
口
無
言
:
和一場

大
字
検
父
刈
別

成
国
，出一場

同シプチ
ヤ
1
l
l
小
西
-n
場

同同同八
重
代
古
丹

描
佛

永
出
照
場

同

可一
同同同同同同同根

一，国別
海
村
治
岸

同
國伊
茶
仁
川
ロ

同
國粒
別
村
:
-n
-一一一一一一・

同

一一一一一一日川
同同

一
大
翻
團
初
山
別

;
l
-
沿
岸

同同增
毛
町
沿
一一-
同

同 同 同 同 同 同 同 同 同

十

一月
四
日

十
一月
ヒ
日

十

一月
九
日

十

一月
十

一日

十
一月
十
三
日

十
一月
廿
目

十
一月
廿
六
日

十

一月一一-日
九
月
廿
八
日

不

詳

大
正
十
四
年
十
月
十
六
目

同 同 同 同 同 同 同

十
一月
二
十
八
日

十
一n-:一三
十
日

十
二
月
五一-

十
一=:一f一日

十
月
二
十
一日

十
月
四
目

十
月
十
六
日

同 同 同

大 - - - - - 二 - - 二 - = 三 二 二 一二一 =
同 同 同 同 同 同 同

同
大
字
西
別
村

柳
国
一一m一場
同

画

同
n

y
．一一一フ一-
'

下
出

漁
場

茂
集
川
見
島
元
i
fa
場

大
字
別
一刈'
村
伊
達
水

産
會
社

大
字
岩
尾
村
相
馬
漁

ら
輔
獲
せ
る
者
よ
-
l;
-
の
報
告
に
基
き
て
記
載
し
た
る
に
止
ま
る
を
以

て
'通
知
洩
れ
其
の
他
の
理
由
に
よ
り
實
際
の
同
歸
布一の数
は
右
に

比
し
著
し
く
多
數
な
り
し
は
想
像
に
難
か
ら
'

さ
る
所
な
り
、以
上
の

理
由
に
よ
り
前
掲
の
表
に
よ
り
て
同
歸
の
實
相
を
結
論
す
一o
は
早
計

な
り
、

:

依
て
以
下
單
に
之
れ
・一一一 :總揺
す
る
に
の
み
1
-
'

め
た
り

。

標
識
放
流
せ
る
m
- :
-

，-一用
0

）同師
ま
で
の
年
数
は
三
年
二
尾
、f
七

三
尾
、五
年
三
五
尾
'六
年
四
七
尾
に
し
て
、六
年
以
後
に
於
て
同

一師
せ
る
も
の・
、一数
又
相一最にあ
り
た
る
も
一一一一・．．・、一如
し
。

国
一一師
の一場
所
は
必
す
し
も
放
流
せ
ら
れ
た
る
川
に
の
み
に
あ
ら
・
ず

補
獲
場
所
を
国
別
に
見
れ
ば
'放
流
國
た
る
根
室
國
に
六
九
尾
、千

島
國
國
後
島
に
四
七
尾
、北
見
國
に
二
二
尾
を
主
と
し
'其
の
他
割

上
表
記
載
の
如
く
標
識
放
流
せ
る
も
の
・・・一一
数

一
万
二
千
尾
に
對
し

同
歸
後
抑
獲
せ
ら
れ
た
る
も
の一五
七
尾
に
し
て
'放
流
教
の
僅
に

一分
二一E
f一に
一
構
り
震
し
く
僅
少
な
り
、然
れ
ど
も
上
表
術
獲
数
は
專

路
國
七
尾
'天
一認
國
一〇
尾
、石
-
l
l
-
國
一尾
，」一一一手
縣
に
一一一一e捕
一獲

:一一 Jら
れ
た
り

。然
れ
ど
も
以
上
は
河
川
及
一一一m
海
を
通
じ
て
の
數
な
る

を
、以
．

て
此
等
が
總
て
河
川
に
拆
上
す
る
も
の
と
假
定
せ
ば
多
少
其
の

数
字
に
變
化
を
生
ず
べ
し
、次
に
河
川
に一一a一上
す
る
も
の
-
み
に
あ

り
て
は
、放
流
川
た
る
標
津
川
一三
尾
、西
別
川
一二
尾
、羅
日
川

一〇
尾
、束
、沸
湖
一五
尾
、其
の
他
'石
狩
，釧
路

、営
幌
、網
走

常
R
川
等
に一尾
乃
至
三
尾
挿
獲
せ
ら
れ
た
-
-
l
，此
れ
に
よ
り
て
見

れ
ば
標
津
川
に
放
流
せ
ら
れ
た
る
標
識
能
一一一一一n一は
標
津
川
に
の
み
同

歸
せ
ず
、之
れ
に一返
・o
～一西
別
川
、羅
自
川
及
國
後
一 :
-一一東沸
湖
に
も
ほ

r
同
数
の
同
師
を
な
し
，又
違
き
釧
路
國
、北
見
國

、及
石
-
l
l
-
國
等

に
於
け
一・る右
S
河
川
に
向
つ
て
も
画
齢
-
し
た
る
を
知
る

。

本
年
度
西
別
解
化
場
に
於
一一り
一る
櫻
總
蓄
養
成
績

・

西
別
解
化
場
に
於
て
昨
年
度
施
行
し
た
標
館
の一一一一一 :l一一一一試
驗
成
額
に

開
し
て
は
、本
誌
第
一一一0一第
二
號
に
内
海
同
m一一一一一一場長
に
よ
つ
て
、

其
の
概
要
を
發
表
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、試
驗
の
成
績
が
豫
期
以

上
に
良
好
で
あ
つ
た
の
で
、同
解
化
場
に
於
て
は
、今
後

、毎
年
'

繼
續
事
業
と
し
て
之
れ
な
行
う
事
と
な
つ
た
、而
し
て
本
年
度
に
於

て
も
一既
に
六
月
、以
來
此
の
事
業
を
行
つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
が
、過

般
優
良
な
る
成
績
を
、以
て
之
れ
を
終
了
し
た
の
で
、此
の
概
要
を
此

處
に
機
載
し
て
，再
び一訳
者
諸
一
賢
の
御
參
考
に
供
す
る
事
と
し
た

。

蓄

養

池

装
r
養
池
の
位
置
一構
造
は
前
年
度
に
於
け
る
そ
れ
と
ほ
ほ
同
様
で
あ

る

。即
ち
西
別
解
化
場
附
屬
・ン
'-

，， ，フ
， ー

ド
'

採
卵
場
に
於
て
西
別
川
を
二

t:



離

雄
ノ

別

（'）一・//

た

、
成
熟
献
態
は
八
月
十
日
よ
り
時
・一一一
-l-
れ
を
調
査
せ
る
に
大
体
に

於
て
左
表
の
通
り～

）であ
つ
て
、
採
，卵
は
八
月
二
十
五
日
よ
り---
成
熟
せ

る
も
の
の
み
を
撰
び
て
行
つ
た

。

望
尼

「商
一0
0

-

一

//

．
-

一備

考

%一一一一一一一一・一一一一一一一一此の
日

」
-
り
補
獲
採
卵
・一一一

一'

開
始
す

一一三
一 1

一J一一一Eル一 i

一

號 四 第 卷 - 第
く
全
く
理
想
的

基
で
あ
る
と
一一4
ふ

べ
、0
-一
で
あ
つ
た
o

而
し
て
審

養
角
雌
三

、一
二
〇
尾

雄

一
、八
四
三
尾
中
親
魚
と
し
て
使
用
し
た

も-
）の
・・
、一
數
は
雌
二
、丸
三
〇
尾

一
雄

，一
六
二
九
尾
で
あ
つ
て
其
の
採

卵
数
七
百
二
十
万
粒

'
採
卵
歡
の
多
数
で
あ
つ
た
事
西
別
解
化
場
開

始
、以
來
の
事
で
あ
る

。

雑

報

孵
化
場
鮭
館
親
魚
捕
獲

採
卵
般
況

;・L月
中

晦
規
角:
術
獲
採
卵
に
從
事
せ
る
道
内
解
化
場
数
は
二

一
、

:

術

一器
一・an一数
七
五
、七
〇
五
尾
、
採
卵
数
五

一
、八
二
一
、〇
〇
〇
粒
、

之
れ
を
前
年
度
同
期
に
比
す
れ
ば
補

:

一器
一一一一一数
に
於
て

丸
'八
四
〇

尾
採
卵
酸
に
於
て
三
五
、八
八
〇
、〇
C
〇
粒
を
各
々
一一一一一加
し
成
績
顔

る
良
好
な
-り

。尚
本
年
度
開
始
以
來
の
總
計
は
親
．一一一一補一獲
数

九
二
、八

〇
三
尾
'
採
卵
数
六
〇
，三
三
九
、一
〇
〇
粒
に
し
て
之
れ
又
前
年
に

比
し
捕
獲
数

四

、丸
三
五
尾
，
採
卵
敦
三
七
、二
;・L三
'七
五
〇
粒
を

何
れ
も
增
加
せ
り

。

'

次
に
能
に
あ
--

）ては
丸
月
中
親
魚
捕
種
採
卵
に
從
事
せ
る
解
化
場

数

一
一
術
渡
親
角
数

一
'〇
二
七
尾
'
採
卵

望
ハ
七
〇

、〇
〇
〇
数
に

ケ
所
竹
一
賢
を
以
て
遮
一断
し
、（上
流
竹
費
と
下
流
竹
實
と
の
間
隔
的
八

十
八
間

）此
間
を
一一一一一一養
池
と
し
て
親
角
一一一一一一'養
の
用
に
供
し
た
、河
幅
約

十
間
で
あ
る
か
ら

、
---
の
面
積
約
八
百
八
十
'

坪
で
あ
る

。水
一一一f
は
平

均
二

一八、河
底
砂
礫
水
流
連
で
あ
つ
た

。川
を

遮
断
し
た
竹
實
は
上
'下

流
と
も
に
解

理
式
に
構
～

道
し
，
下
流
の
も
の
は
此
の

．
a一口
に
よ
り
て
、源

上
し
來
る
親
魚
を
一一一一一養
池
に

導
き
入
れ

、
上
流
の
も
の
に
は
補
波
装

一
置
を
施
し

、
成
熟
親
魚
を
補
獲
す
る
の
用
に
供

し
た

。

書

養

期

間

六
月
二
十

一
目

下
流
竹
資
S
設
置
を
完
成
し
、
上
流
に
進
散
す
る

親
魚
を

一
時

--a
ll''
し
置
き

、
七
月
十
四
日
に

至
り
上
流
の
付
賢
設
置

を
完
成
し
て
一班一養
池
内
に
一9 l一的
一を
收
容
し
九
月
二
十
日
に
至
り
規
魚

を
全
部
・

川
:

一一一一～す
る
--l-
で
一一一一一一一一一一一一・一一・一一繼
續
し
た

、
此
の
開
六
十

九
日

で
あ

る
o

'

蓄

養

の
献

况

本
年
度
西
別
川
に
於
け
る
膊
税
魚
の
源
上
は
比
較
的
早
く
か
ら
始

ま
り
、
而
も
拆
上
期
に
降
雨
が
多
か
つ
た
爲
め
拆
上
良
好
で
あ
つ
て

八
月
上
-l0一前養池
内
の
尾
数
大
約
四
千
尾
に
達
す
る
の
盛
况
で
あ
つ

た

、
其
の
後
多
少
の
拆
上
が
ぁ
つ
た
が
八
月
二
十
日

頃
に
至
つ
て
始

ん
ど
終
了
す
る
に
-ll-
っ
た

。

本
年

度
の
一一一 :

-一一養
数
は
事
業
終
了
後
計

:

行

一一一す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
雌

三
、一
二
〇
尾

、，-'
，
一一一一一、八
四
三
尾
合
計
四
千
九
百
六
十

三
尾
で
あ
つ

九
月
十
日
以
後
は
一一一一養
池
に
未
一一一一一一一一一一 :一一一ん
ど
な
く
;1L

月
二
十
日

全

部
の
術
渡
採
---P
を
終
了
し
た

。

成

績

一一養
成
績
は
前
年

度
同
様
極
め
て
良
好
で
，
-一a基
池
に
收
容
後

二

十
五
'一ハ
日
一一一 :
-
-

一一一・一一五
十
五
、六
目

に
し
て
成
熟
し
、
米
熟
角
と
し
て
採

卵
の
用
に
供
せ
，さ
る
も
の
僅
に
二
十

二
尾
で
あ
つ
た

。尚
此

の
笠
5

養

中
に
於
て
は
負
傷

，
表
弱
又
は
一一一一一一一究
等
を
な
せ
る
も
の
は

一
尾
も
な

捕

對葵一ao-一一一一0一

// // 1; // // // // //

し
て

、
前
年
度
に
比
し
捕
獲
数
に
於
て
二
四

一
尾
を
減
じ
た
る
も

、

採
卵
． :

数
に
於
て
は
反
つ
て

二
一
七
、五
〇
〇
粒
を
增
加
せ
り
，
即
ち

次
表
の
如
し

。
離
親
魚
捕
渡
採
卵
表

前
年

r
l

，

'1-1

年

度
一
前

年

度

手
月
日
一

者
一一
ル

i

一、一一一
ル

、
三

l一、
一一一
・一一、
三

l一
、
三

l

一、八一
ん

、
-

l一
、一一一一

-

．
l一
、一一一一一

i

r
一

l

ル

、一一一

ル

、
一一八
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．
l一
、一一一一一

l

、

一一一
．一一
一一、一一

ル

、一一一一一
．
l一
、
一一一一

ll・
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、八六n・一一、一0四
、一一一n0一一一一、一一

九
月一日
着
手

同

八
月
中
一一一一一一手

E

セ
月
中
着
手

同
八
月
中
地
用

手一一一一九月一日着手九月二十日着手九月十五日着手八
月
中
着
手

九
月一目一説府
手
'

八
月
中
一一一一-
-
-
手

同九月
二
十
五
日一一一一一手

八
月
・一・一一一一一手
九
月
二
十
七
日
一一一，一
，手

八
月
中
・一一一一一一-
J

同

0 0
0 0
0 0

0
0
0一三
、一三

-
″一

一一一n0一通一四一000
一

號 四 第 卷 - 第

民
營
解
化
場
の
擴
張

〈一十
一解
一
解
化
場
設
備
な
鮭
三
千
一一 :::一一一一一一前一四百
万
粒
に
擴
張
す

十
勝
能
鯖
人
左
解
化
場
は
十
一勝
外
四一一M一一艦
一臓
一養
施
水
産
組
合
の
經

營
に
屬
し
'能
一千
万
粒
一
館
百
万
粒
の
設
備
を
有
し
、明
治
三
十
二

年
よ
り
解
化
事
業
を
經
績
し
來
-
-

）たる
所
な
る
が
、今
同
解
化
事
業

効
果
の
．

增
加
を
固
る
目
的
を
以
て
同
國
大
正
村
震
幸
に
-
l
l
f
二
千
万
粒

鱒
三
百
万
粒
の
設
備
を
有
す
る
第
二
解
化
場
を
設
く
る
事
に
決
安
し

過
般
道
廳
の
許
可
あ
り
た
る
を
以
て
、近
く
三
万
二
千
国
の
豫
算
を

以
て
建
築
に
取
り
か
か
る
由

。

△
ウ
ル
モ
'へッ
ー

?
'

轉
人
工
解
化
場
擴
張
並
改
築

擇
提
部
留
別
村
谷
茂
平
經
管
人
工
解
化
一場
は
近
年
同
歸
魚
の
激
增
に

伴
ひ
現
五
千
万
粒
設
備
に
て
は
極
め一し
釈
隘
を
感
ず
る
の
み
な
ら
・
ず

在
來
の
建
築
物
養
魚
池
等
は一者
し
く
腐
朽
せ
る
を
以
て
此
の
際
設
備

を
八
千

'

万
粒
に
擴
張
し
九
万
一国
の
豫
算
を
以
て
解
化
室
養
魚
池
の
改

修
を
な
さ
ん
が
爲
め
道
一廳
へ
夫
れ

く
手
續
中
の
處
九
月
二
十
日
付

を
以
て
摘
張
並
に
改
築
工
事
許
可
せ
ら
れ
た
り
。

．

會

報

本
協
會
に
對
，し
地
方
費
水
産
業
補
助

基
に
本
協
會
よ
-
り
北
海
道
廳
に
對
し
左
記
事
業
の
補
動
金
下
附
出

願
中
の
處
今
般
金
五
百
画
下
附
指
令
あ
り
た
り

。

事

業

一、随
發
生
標
本
作
製
配
布

二
、養
館
試
驗

・

三
'機
關
誌
及
有
益
な
る
印
刷
物
の
刊
行

豐
平
川
一

鮭
親
魚
捕
獲
試
驗
の

委
托
を
受
-:

千
競
離
館
人
-
-
解
化
場
に
於
て
は
、石
特
川
に
於
け
る一平
期
來
遊

鮭
增
殖
の
目
的
を
以
て
、前
年
度
よ
り
支
流
量
平
川
に
於
て
親
一一一一一一術



獲
試
験
を
開
始
せ
る
が

、
事
業
經
費
の
關
係
上
本
年
度
の
規
魚
一
術
獲

を
本
會
に
委
託
せ
ら
れ
た
り
、依
て
本
會
は
豐
平
川
支
流
逆
川
及
同

厚
別
川
と
の
中
開
に
於
て
九
月
十
五
日
よ
り
事
業
に
若
手
し
'十
二

月
末
日
迄
の
間
千
一一一一一一解化
場
監
督
の
下
に
捕
獲
試
驗
に
從
事
す
る
」a-一

と
な
れ
り

。

一一一

小
博
市
外
高
島
一町
水
産
試
驗
場
北
海
道
聽
技
手
大
野
磯
吉

釧
路
國
標
菜
局
區
内
、

西
別
解
化
一場
員
幸
内
慣
次
郎

本
會
入
會

;・L月
及
十
月
中
に
於
て
左
記
二一 :-:l一本
協
會
に
入
會
せ
ら
れ
た
り
。

會
員
消
息

素
藤
光
雄
氏
九
月
二
十
二
日
札
幌
市
南
八
條
西
十
丁
目
に
移
轉
せ

ら
る

〇
前
田
敬
治
郎
氏
八
月
中
札
幌
市
外
白
石
村
字
上
自
石
二
二
二
坂
本

方
に
轉
居
せ
1
-
-・
る

年
賀
廣
告
募
集

會
員
相
互
間
に
於
て
年
ヵ
習
一般
を
交
換
す
る
は
甚
不
經
濟
な
事
で
あ
り
ま
す

、そこ
で

本
協
會
は
本
誌
新
年
號
に
會
員
諸
君
の
年
賀
廣
告
を
致
し
ま
し
て
相
互
間
の
交
換
を
廢

止一一し
度
い
、～
，ー

思
い
ま
す

。料
金
は一名
に
っ
き
金
五
十
錢
一一、J
致
，し
ま
，し
て一月
一日
本

誌
を
御
手
元
に
到
着
す
る
樣
發
送
致
，し
ま
す
か
ら

、多
數
御
賛
同
の
上
十
一月
十
日
迄

に
本
會

一苑御
申
込
の
禮
願
ひ
ま
す

。

'る
A
急

告

本
年
度
に
於
け
る
會
費
徴
集
の
爲
近
日
中
本
會
よ・
り
集
金
郵

便
を
差
し
向
け
ま
す
か
ら
其
の
際
は
是
非
御
排
込
下
さ
る
様

一

會
員
諸
君
に
御
願
致
し
ま
す
。

▲一一寄
稿
歡
迎

來
る
昭
和
五
年

・一月
一日
發
行
の
本
誌
-
-
新
年
號
、一、 J
し
て
-:
-

づ
か
し
か
ら
9
内
容
の
充
實
し
た
立
派
な
も
の
を
發
行
致
し

度
い
、～

、一存
、じ
ま
す
就
、き
ま
し
て
-

l
-
何
率
多
数
御
寄
稿
下
さ
る

る
様
御
願
致
し
ま
す
。
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參
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